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松江地方気象台

島 根 県 の 地 震

・震源要素（緯度、経度、深さ、マグニチュード）は暫定値です。後日、再調査のうえ
修正されることがあります。
・本資料は、国立研究開発法人防災科学技術研究所、北海道大学、弘前大学、東北大学、
東京大学、名古屋大学、京都大学、高知大学、九州大学、鹿児島大学、国立研究開発法
人産業技術総合研究所、国土地理院、国立研究開発法人海洋研究開発機構、公益財団法
人地震予知総合研究振興会、青森県、東京都、静岡県、神奈川県温泉地学研究所及び気
象庁のデータを基に作成しています。また、2016 年熊本地震合同観測グループのオンラ
イン臨時観測点（河原、熊野座）、米国大学間地震学研究連合（IRIS） の観測点（台北、
玉峰、寧安橋、玉里、台東）のデータを利用しています。



島根県およびその周辺地域の地震活動
2019年７月１日～31日

１

［概況］

今期間、M0.5以上を観測した地震は235回（６月は233回)でした。

また、島根県内で震度１以上を観測した地震は、１回でした。

8日18時51分 島根県東部の地震（深さ7km、M2.8）により、安来市で震度２を観測したほか、鳥

取県で震度１を観測しました。



［断面図］

２



2019年07月08日18時51分 島根県東部 35ﾟ 18.1' N      133ﾟ 17.0' E 7km      M2.8
---------- 地点震度 ----------
島根県 震度 2 : 安来市伯太町東母里＊
----------------------------------------------------------------------------------------------

７月の島根県内の地震表（震度１以上）

発震日（年月日時分） 震央地名 緯度 経度 深さ マグニチュード

各地の震度（島根県内のみ掲載）

３

・地点名の後に＊がついている地点は、地方公共団体または国立研究開発法人防災科学技術研究所の震度観測点です。

【観測点震度分布図】

2019年７月８日18時51分 島根県東部

×印は震央を示す



 
 

地震一口メモ 

 

   海底地震観測データの緊急地震速報への活用について 

 

気象庁では、海域で発生する地震に対する緊急地震速報の発表の迅速化を図

るため、沖合に設置された海底地震計の観測データの緊急地震速報への活用を

進めてきました。 

 海底における地震観測は、地震計の設置環境や地盤の特性が陸上とは異なる

ため、その観測データを適切に活用するための技術が必要となることから、気

象庁と国立研究開発法人防災科学技術研究所（以下、防災科研）は連携して開

発を行ってきました。今般、この技術開発が完了し、観測データの活用の準備

が整ったことから、防災科研が運用している「地震・津波観測監視システム

（DONET）」（既に一部データは活用済み）及び「日本海溝海底地震津波観測網

（S-net）」（日本海溝より陸側の観測点）（別紙１参照）の観測データを新たに

活用した緊急地震速報の発表を、令和元年６月 27 日から開始しました。 

 これにより、緊急地震速報（警報）の発表が、日本海溝付近で発生する地震

については最大で 25 秒程度、紀伊半島沖から室戸岬沖で発生する地震について

は最大 10 秒程度早まることが期待されます（別紙２参照）。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 

 

緊急地震速報について 

  気象庁 地震火山部 地震津波監視課 岡本（内線 4559）、森本（内線 4544） 

                  電話 03-3212-8341 FAX 03-3215-2963 

 

S-net・DONET 観測網について 

  国立研究開発法人防災科学技術研究所企画部広報課 電話 029-863-7784 

 

気象庁
テキストボックス
４



 

地震・津波観測監視システム（DONET） 

DONET は、地震計・水圧計等を組み込んだマルチセンサーを備えた、リ

アルタイム観測可能な高密度海底ネットワークシステムであり、巨大地

震の想定震源域である南海トラフ沿いに整備されている。S-net ととも

に、海域における地震・津波の早期検知による防災・減災や、海域の地

震の発生メカニズムの解明といった学術研究等に貢献している。 

DONET は DONET１と DONET２から構成されており、DONET１の一部の観測

点のデータについては、平成 27 年 3 月末から緊急地震速報に活用して

いる。 日本海溝海底地震津波観測網（S-net） 

S-net は日本海溝から千島海溝海域に至る東日本太平洋沖に整備され

た、ケーブル式の地震計・津波計から構成されるリアルタイム観測可能

なインラインケーブル式システムである。技術開発（※）が完了し観測

データの活用の準備が整った①～⑤の観測点について、緊急地震速報へ

の活用を開始する。 

※ 海底地震計は、柔らかい堆積層の上に設置されており、陸上の地震計のように固定で
きないことから、地震波が増幅されたり、強い揺れで地震計がわずかに傾くことで、地
震による揺れが過大に観測される場合がある。このような場合にも、地震の規模や震度

を過大に予測することなく緊急地震速報を発表するために、観測データの品質管理を強
化することや、地震の規模（マグニチュード）の計算について新たな手法を開発した。 

「地震・津波観測監視システム（DONET）」及び「日本海溝海底地震津波観測網（S-net）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙１ 

気象庁
テキストボックス
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S-net の観測データの活用による効果 

（日本海溝付近） 

DONET の観測データの活用による効果 

（紀伊半島沖から室戸岬沖） 

各図中の値は、その地点で地震が発生した場合

に、緊急地震速報（警報）の発表がどの程度早ま

るかを計算した理論上の最大値（秒）を示す。 

DONET 及び S-net の観測データの活用による緊急地震速報（警報）の迅速化 

 

 

 

 

別紙２ 
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